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1撃
です。鱈進蒔のアクンデンHこより暫て窯独 我尭の‖≦黎で皇まれ、

量設の脳性麻機になり、てんかんをもっています。そんなTは現注小酔転ψ年生になり、支援学
緩へ鍾っています。芸弊までは罰諧鞘 とぃって自宅で療葉を皇けていました。幕望は≪趨隼≫

電駿  す| ぴ警
～お母さまより～

くこともなく燃替へ通つていました。学校ヘ

だい   ごう       ほうじん
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でした。当醍詩審は豊たり話に学緩へ超挙凸柔ると慧つていました。
Tはお授筵の話を舌いては実羨で霙って騒ゃかなのが哭野きで逸
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又時:したら怪呼な栄よ撮を壷けてもっと授諧の輩を程談し、緊しぃ啓盲が階まるんだろうなと成長も緊しみでした。
1天輩話、笠裟掌緩を衛稜か甲れ

1撃
をすると、展殊朱留哲党の皇け入れがあまりなく、Tのような子は崩めて皇

け入れるような態じの対態でした。1番最栃にすぐ罰諧の講をされ疑間を抱き、
逃黙題挙凸泉る】蕪黎なんです!」とTの事をもっともつと知つてもらえれば
学機側のポ娑も取り係けるのではないかと何度か学屡へ行き、伝え続けました。
箱替の発坐や呈;さ産の発坐から学緩の指へ撃の‖≦般の素を稜えていただぃたり
島泉ることは埜てゃりました。後は藤 発坐に薔援駆の崇を稜えたくて、期とし
て「通学が幕盤です」と伝える場がほしくて、話す場を設けてもらいました。当日y・

ると、行き違いなのか話し合いの場ではなく、告げられたのは"琴牢度は罰諧鞘 とぃぅ方向で決定いたしました

"でした。目の話が真つ暗になり、まさかの結果に驚 き、「はい盗かりました」とはどうしても告えず、私 は話し合

いのつもりで来たこと、決定を伝える場にしか思えないこと、学校側が不安に思つていること壁つ壁っに返答し、

解渓乗を提案しましたが思いは届かず、第諧判 になりました。

男諧鞘 で踏程の発聖になつて話さつた発坐が紫雪に良く、男諧期 の負さも苅ることができました。ですが
親子其々 通学の需量は盆わらず、選挙に向けて発坐と望緒に1黎鵠動き凸しました。男諧弊 でしたが、Tと
笙緒に衛騰も学緩へ持き1暫みんなと過ごし、餐華の経携も霙藤に諮餐を金べたり、学緩蕎当にも蓼瑞したり
沢山足を運びました。どんなに通学できる状態であつても、させたくても認めてもらえない事がこんなにもあるな

んてくじけそうになりましたが、先生のおかげで翌年(2年生)では通学できるよ

うになりました !!先生が本当に頑張つて戦 つて下さつて先生がいなかったら  ・ェ
2年生でも通学できてなかつたと思います。心の底から感謝しかありません。   ':
通学になってからも色々な層筈はありますが、壁つずっ理解してもらえるよう   f′

伝えてマ 箸してぃます。ほぼ無理だと思つたことだとしても需¥めずに行動し伝  i
ぇ居け、当災では黒逸でもプをかしてくれる折管、闇りの行に結って望緒に指祭  

テ

れたら蕃締も起こるんだなと思いました。
鬱   Ⅲ 尋 攀   豫  錢  織   的 鶏 皐   fl

八妾十の旨笠竪緩協罰会は学説19攣6宵に塾置され、攣2
回開確をしています。これまで行政や指稚サービス事業所、

陛藤藤協辱の事業競がみ歯されてきましたが、攣薮が経っに
つれて、斎轟婆の姿贅から確業課弱籍爾議会とは行の公轟
なのか」「誰が参加して、どんな話

プ
をしているのか」など疑問を

懲じる話が凸てきてぃました。そこで啓箇、営笠受緩暢課 の
百雨や獲劃を顎めて華び、謡萌髯ゃ鶏歯鷲を解Ⅲ留し、会当
1些k士災の慧録を臀め、銘実な進普に繋げていくことを百弱
.として研修会を企画しました。
1 磐絹6攣 12函23暫、堅亀手をつなぐ皆税婆盤春婆当謡担当業掌鶏育樵:琵籍ぁぉぃ繰を藷飾にお超え
|し、当笠受纏編譲 あ彿姜(魅望、騒希l置)ゃ琶雨、兼められる獲割、他凸i奉休の進普努霧についてお藷しぃただ
:きました。
. 
当笠竪緩暢課 を藷す王で翼勅に騨歯稲歌編爵涎聾濃)の豚銚 :窒藍難鵠を超離しておかなければなりませ
|ん。そして、稲談録 撃諧贅が棒税するサービス等約穏罫飲政十サ罫箇)では、できなかつたこと(言鶏螢)を「曳
―
える化」する必要があります。「見える化」とは罫歯稲歌の硝のできたことだけでなく、できなかつたこと(課題 )

|も含めてサ罫歯に落とし込むことであり、課題があることを評話し、困りごとや将来への希望、求める生活等も

1通り込みます。このサ罫笛は、黙又ゃ象秩にとつての課題やば梨醍望に惹え、砧践型鋸を奨鶏するためのライフ

!プランでもあるため、具体的な課題を「見える化」することが必要・堂要であることを学びました。

※伽として稲獣畢 摯諧貿を基げましたが、免ぇる孔は稲凱畢 撃諧贅でなくてもできます。
. 営蛋竪緩暢轟答の音雨と獲釣は、鉾歯稲歌貿辱が「覚ぇる孔」した祭詮を骨Υ社

)し

、萎瑞する砧践の出粽署が
:鰈渓に向けて詠課を∵う穫期を鳥っていること、そして、冒害のある努が砧盪で製怒した坐髯を題り、より負
!い生活へ仝わつてぃくことを目的としています。
: この締 会で撃んだことを培かし、障害医爆福荘分野辱に饂わる署に頗らず、当撃署・蒙鞍・砧践ぜ贄等を
1答めた晃場に注む全ての行が萎瑞して、箕に砧最を呼

ヾ
える蒲議会を凸発していきたぃと慧ぃます。

リーベルネッ

『自立支援協議会つてなに?

トワーク研修会
～どうして必要?何を話す?～』

′

υ軍 と発生

鶏 舎  鈴

～濡窯後霊～

発胃動 した辮 婆で「謎ぃ博業、
権稚鞘 にもAIが導訳されてい
くだろう」との譜を歯いて、私も
鐸機に取り後されないようにAIに
出してアンテナを丘てておくことに
しました。
寒ぃ撃が霧ぃてぃますが、株覇
讐珪には∵外に避慧してくださぃ
ね。
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リーベルネットワーク会議
1 磐絹6筆10宵 31首に琴牢贋1凸冒のリーベルネツトワーク
1会議を開催しました。33機関50名の参加がありました。

| まず、覇書掌積として、書艦鋸劃ゃ繁28曲の旨笠疑纏暢
1語
姿について祭書をしました。
頭に詠綿 として「聘濡櫂票誓にも封縁した見践雹揺ヶァー

システムの需築(以下、にも包括)」について、今後八女希に

|おいて「にも包括」を確進していくためにどのような取り組みが必要かグループワークを行いました。あらかじ
|め首が祟してぃる謡税姜素の7墳首を鷲祟し、称課の贔り塁卜かりにしていただきました。児童、新雰、又前、
1腟霧顧機、村披など多稲尚でのワークでは、①辞線に署億している(黙又の祭進として、株珠子がどゎない、
1諧饉審劃、発鶉艶 、支狭譜啓、線 馨。家甦の駒頼頷詮として、係誰箸の青識と、獲香弱な祭詮を鑓える
1家庭など)。②給杵糾陛馨との盤機の野Cざ (整爺

1芦
悌になりやすい、児量の専門医が少ない、ズ眺箭後の盤鶴

|の場がない)。③剋践の煙離が豚姜(見ぇづらい層害がゆぇに矩離が遷まない、紹 死の煙離は進んでも格垂
・がある、ぜ謹については繕粋冒筈のX謹はお雷Pりなど誤しい境奨がぁる)。肥、八姿詣は見場がぱく置ぐに
―罰諧に行けない、受診に繋がりにくいなど、様巧な讐党が邑ました。封縣として、髪狸署の締経のつながりが
大事であり、支援者の研鑽やケア、切れ目のないサポート、連携が必要との声も多く上がりました。活発なグル

|―プヮークがなされ、参加者一人、一人がみしでも&みやすい地域にするためにどうしたらよいか、1署
ヾ
ぇてぃ

ただいている娑「が野要雨でした。琴覆は、啓箇の署党を薄澄営笠竪援協議 へ旱F蕃し、塔展の遷め行など
詠器をいただきたいと慧います。
婁覆に、催:がい当撃署の棒路諜 、駿男などについて詫緊を‰合い、政機、製 器へのアンケートなどを歳
り、砧践で髯罰を贈めること、当簡署を馨りました。支、新露峯禦器の艶 霙鉄の場を譲けていくことも覇書し
ました。

1 錦会の終蓼は、柳 霧災稲纂公
｀
絲 采苓努祭長にいただきました。鍍の曳える餡係を砕り、ネットワ

|―クを強固にする必要がある。今後地域で連携していきましようと力強い言葉をいただきました。

八女市障がい者等自立支援協議会
琴牢匿 2回日となる協議会を 12月 19首に開催しました。

まず、年F書筆墳として、許箇の詠轟挙積について継追覇書の肥、①八妾亀農鷹娑響地践坐悟笠裟誕踏辱彗禦
のガイドラインの鉄計駿を12月に答開し、鴻鍾筈蒔の皇け入れ・鍔縁」経罷の普誘整瀾j贄が贄卍できるように
なつたことを祭蕃。琴後、ょり努くの緊畜蒔皇け入れの醤謙彗禦器が娼ぇることを瓢群します。②陛矮雨ヶァに
出するアンケート訥香の箕牝について覇書。琴寝籍棠をまとめ、gi婆ゃ爾義会で覇蕃宇甦です。皇け入れ簡の
奨懲訥番の提案もいただきました。
頑に政十の3酸について称課を∵いました。
①繕糟際 にも封綜した姑践雹揺ヶァシステムの需案について。10宵 3暫に錦灌したリーベルネットワーク
婆墨でのグループワークの普党をまとめ、旱F蕃しました。婆量の管に見浅の獅 を摺確いただき、琴優
八女市としてどの部分から協課を進めるのか、構成員を決めて協議を遷めることの承認を得ました。次のネ

ットワーク会議で協議を超めたいと思います。
②峰響覚サービスについて。ここ毅攣燿 の燿 斃窪解 禦辱の約憾黙望が亀瑞してぉり、答絹5軍度から
紺焉蒲≧署と彗業器の卍堂を党験し、雪禦器が宋竃してぃる駒桁息があり、今後の結要彗禦器の贔り

彦
戟
｀
いに

ついて協議をいただきました。委員からは不足していれば必要だが、任れみつくりや、貿の担保も必要であ

り、選署の甦準などの基構の豚姜樫があるとの讐覧をいただきました。琴覆、闘容について詠課を遷めま
す。

③来年度の取り組みについて。今年度は協議会の可視化

を目指して取り組んできました。部会などの意見を、ネ

ットワーク会議や、自立支援協議会へ挙げ、協議された

闘春を降ろし、発讐したことがしっかり上に届き、巡回
される仕組みに努めました。直ぐに出来るものではなく、

次年度はよリー層この仕組みを強固にしていきたいこ

とを共有しました。
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アレント トレ中塁ング講座 ～民生委員児童委員の方々との繋がりを～O

=・
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今年度も障害を持つ子の保萎砦を対象としたペアレント・トレーニング講座を実施し、4名の指にご参加いた

だきました。みなさん、トレーニングを重ねていくうちに旨身の関わり労や子どもの行劃の変化を実感されてい

ました。参加された方の聟柔複の声を少しご紹介します。

・以前よリイライラしたまま子どもに声掛けすることが減つた気がします。醤蟄の生活の中でここは無視が効くか

も?など少し余盤をもつて呼
｀
えることができる時も増えました。

・家庭ですぐに実践できる内容なので継議してできるよう心掛けたいです。親が変わらないと子どもも変わらな

いと額めて観えていただけたと慧います。
・操めることを意識できることが娼えてきたょぅな気がします。いつもできるわけではなくても意識することが
哭明だと態じてぃます。
。自分自身を見つめ直すきつかけになりました。営写のためにと思つて蓼瑞を始めたペアトレでしたが、甲 たち

そして私 自身の為が一番だつたと思いました。

裕絹6攣 12函4首、おりなす八妾で調櫂された八豊希箕坐婆当兇豊
婆選尖欝否露譲 整株線 にお諸きいただき、『ともに晉てよう見践
の肺 ～だがい締 の稲獣量の動 から～』をテーマにお筆しさせて
いただきました。重摯稲凱賃裟センターの活動を鈍つていただくため
に、NPO髪災リーペルについて、また具体的な活鋭例をもとに垂摯
稲談畢 センターの獲割りについてご罰鵠させてぃただきました。
警様、家怒に耳を傾けていただき、ご賢諧も獲鋲いただきました。今後
さらに同知を進め、経鴇を詮7としてぃくためには、個別の支援や今回の
ような;縮会を通して顔の見える関係をつくり、聴 讐語を増やして
いくことが大切だと思つています。共に華んだり、意見奏鋏できる場を

砕ってぃきたぃと慧ぃます。
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